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研究成果の概要（和文）：著者はこれまでWeb上で学習者が問題を作成し，その問題を学習

者間で共有して学習を進める学習支援システム「CollabTest」の研究を行ってきた．本研

究では，学習者が作成した問題をクラス間で相互に評価・解答する演習を通して行う交流

学習を提案し，システムを拡張した．平成 20年度後期セメスターから交流学習の実験を 4
度実施した．その結果，各クラスで作成された問題を相互に解答しあう学習のニーズや有

効性が示唆された． 
 
研究成果の概要（英文）：I studied a web-based learning system named “CollabTest” that 
enables learners to acquire knowledge by creating quizzes and sharing them with peers. In 
this study, I proposed a method of learning that includes interactively reviewing and taking 
quizzes created by learners of different classes. In addition, I implement the CollabTest 
system so that learners can study using the proposed learning method. Four trial studies 
was conducted from the semester beginning in September 2008, and as a result of these 
experiments, we determined the requirements and effectiveness of learning through 
collaboratively creating and taking quizzes created by learners in different classes. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) これまでの研究成果 

著者は先行研究で e-Learning の新たな学
習・運用モデル「協調的な作問・解答演習」
を提案してきた．このモデルでは，①講義を
受講している学習者が問題を作成，②作成さ

れた問題をグループ内で相互に評価（グルー
プレビュー），③学生が作成した問題を教員
に送信，④教員が問題を評価し（教員レビュ
ー），学生の問題群を使用してオンラインテ
ストを実施，という手順で学習を進める．ま
た，このモデルを実現する WBT システム
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「CollabTest」を開発し，平成 14 年度から
継続的に利用実験を実施している．平成 15
年度からはこの学習過程でポイントを獲得
できる機能を提供し，個人間とグループ間の
競争を可能にした．利用実験は大学，高校，
技術専門校，小学校で実施した． CollabTest
を利用した講義・講座数は平成 20 年 4 月現
在で 53となり，システム利用者数は 2694人
となった．また，利用実験で作成された問題
数は 5000 問を超え，レビューで投稿された
コメント数は 18000件を超えた．アンケート
結果からはグループレビューによる学習意
欲の向上や，問題を作ることによる理解度の
向上，主体的・能動的な学習への誘導などの
効果が示唆された． 
(2) 交流学習の普及 

近年，小中学校において学校間の交流学習
が活発に行われており，多数の実践研究が報
告されている．これらの実践結果からは，単
一クラス内での利用と比べて情報倫理の向
上，表現力の向上等の学習効果が期待できる
ことが報告されている．そこで，本研究で提
案している協調的な作問・解答演習を Web
上へ展開するための第一ステップとして，同
一大学や異なる大学で開講されている複数
の科目間で演習を行う環境を想定した．非同
期環境で見知らぬ学習者と演習する点で
Web上での環境と共通する部分であり，この
点は将来的な構想を実現する上で非常に重
要な点であると考えた． 
 
２．研究の目的 
(1） ペアを組んだ複数のクラス間の学生が見
知らぬ学習者と非同期環境で作問や相互評
価を行う上で必要となる機能（コミュニケー
ション機能や問題共有機能等）を明らかにす
る． 
(2) 教育現場での利用実験を通してこれらの
機能が非同期環境での演習に与える影響を
分析し，提案する交流学習の実現可能性と有
効性を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
(1) Web の新しい利用方法を説明する概念で
ある Web2.0 の概念を参考にし，CollabTest
の将来的なビジョンを検討する． 
(2) 本研究で対象とする想定環境（ペアを組
んだ複数の学習集団が非同期環境で実施す
る協調的な作問・解答演習）における演習の
手順と要求機能を洗い出す．この作業と同時
に，プロトタイプシステムを利用した予備実
験を実施し，システム利用者の声を要求機能
に反映させる．プロトタイプシステムは大学
内に設置した実験用サーバで動作させる． 
(3) 要求機能の設計・開発を行い，実環境で
の利用実験，評価を繰り返し，機能の見直し
を行う． 

４．研究成果 
(1) CollabTest の将来像 
 今後の CollabTest の利用形態として，Web
上の全ユーザを対象とした学習コミュニテ
ィにおける利用や，各教育機関で作成された
優良な問題を他の教育機関に配信して大学
間・高大連携の一つのツールとして利用する
形態を考案した．また，関連システムや関連
の取組を調査した．これらにより，将来的な
発展を踏まえシステムの再設計が可能にな
った． 
(2) プロトタイプシステムの実装と予備実
験からの検討事項の抽出 
 本格運用しているサーバとは別に研究用
プロトタイプシステムを実装した．また，
CollabTest の学外利用者用の「利用申請書」
と「利用同意書」を作成し，本学以外の教員
や学習者の利用環境を整備した．平成 20 年
度は予備実験として，一つの教育機関内で開
講された同一内容を扱う 2つのクラス間での
実践を行った．実践結果から，CollabTset を
利用した交流学習の実現可能性が確認でき
た．また，交流学習による効果は学習集団間
の文化や環境，知識の差異の大きさに影響を
受けることが示唆され，交流学習を行う科目
の選定に参考となる知見が得られた． 
(3) CollabTestを利用した交流学習の位置づ
け 

近年，交流学習は様々な実践事例が報告さ
れている．これらの事例で報告されている学
習内容や学習方法はどれも異なるが，クラス
間でやり取りされている情報には共通点が
見られた．この共通点から，我々は交流学習
を異なるクラスに所属する学習者が持って
いる知識を共有し合うこと，そして，その知
識に対する意見や感想を交換し合うことに
よって行われる学習と考えた．ここで，異な
るクラスとは，教員，学校，文化，学年，学
習者の専門性，知識，経験などのいずれかが
異なるクラスを意味する．CollabTest の場合，
クラス間の知識の共有は問題の閲覧や解答
にあたり，意見や感想の交換は問題への質問
や感想などのコメントの投稿にあたる． 
(4) CollabTest を利用した交流方法の提案 
① 相互評価による交流 

従来の相互評価活動では，自分の問題を同
じグループの学習者のみに公開していた．こ
の問題を異なるクラスの学習者にも公開す
ることにより，異なる授業を受講している学
習者と知識を共有し，問題に対して意見を交
換する機会が生まれる． 

相互評価における交流方法には，クラス全
体で交流する方法と，グループ間で交流する
方法が考えられる．異なる授業を受講してい
る学習者の組み合わせ方法を図 1に示す．ク
ラス全体で相互評価する場合，異なるクラス
で作成された全問題を閲覧できる．そのため， 
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図 1  学習者の組み合わせ方法 
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図 2 テスト出題方法 
 
他クラスの問題に興味を持つ活発な学習者
にとっては，交流する機会が多くなる．しか
し，意欲の低い学習者にとっては，閲覧する
問題が多すぎると，どこから手をつけてよい
かわからず，まったく演習に参加しなくなる
可能性がある． 

一方，グループ単位での相互評価では，閲
覧できる問題数が限られ，交流相手も明確に
なるため，意欲の低い学習者にとっては演習
に取り掛かりやすいと考えられる．しかし，
意欲の高い学習者にとっては物足りなさを
感じることも考えられる．そのため，受講者
数の規模や学習者の意欲，クラスの状況に応
じてクラス全体で演習するか，グループ単位
で演習するかを適宜選択できるようシステ
ムを構築する必要がある． 
② 確認テスト解答による交流 

従来の確認テストには，同じ授業を受講し
ている学習者が作成した問題や，過去の授業
で作成された問題，担当教員自らが作成した
問題を出題していた．また，CollabTest のテ
スト機能では，問題を解答後，質問や感想な
どのコメントを各問題に投稿できる．この確
認テストに，交流相手の学習者が作成した問
題も出題することでお互いの知識を共有で
き，テスト解答後には問題に対する質問や感
想を投稿する機会が生まれる． 

交流相手の学習者が作成した問題を出題
する方法には 2 つの方法が考えられる．交流
相手の学習者が作成した問題のテスト出題
方法を図 2に示す．  
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図 3 交流を開始するクラスの登録ページ 
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図 4 交流学習の初期設定ページ 
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図 5 インタースペースの管理ページ 
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図 6 他クラスの問題一覧ページ 



 

 

 (5) 要求機能の検討・設計・開発 
交流学習時に必要となる機能として，事前

準備（クラス間の混合グループの作成，学習
単元の決定など）の支援と非同期コミュニケ
ーションの支援機能の２つを検討し，表 1に
示した様々な交流形態に対応できるよう機
能の設計を行った．また，より多くの科目で
利用できるよう複数選択式や N択問題の出題，
問題や解説への図表の挿入を可能にし，作問
機能を拡張した．開発した機能の一部を図 3
から図 6 に示す． 
(6) 期待される効果の整理 

CollabTest を利用した交流学習によって
期待される効果は，交流学習に参加するクラ
ス属性の差異（教員，学校，学習者の学年，
専門性，知識，経験）に影響すると考えられ
る．そこで，交流学習に参加するクラスの差
異とその具体例を列挙し，CollabTest を利用
した交流学習によって期待される効果を整
理した．  
(7) CollabTest を利用した交流学習の実践 
 平成 21 年度前期セメスターでは，創価大
学の 2人の教員によって開講された工学部の
同一科目「プログラミング演習Ⅰ」（以下，
実験 1）と，創価大学と愛知県立大学の 2 人
の教員によって開講された類似科目「コンピ
ュータネットワーク論」（以下，実験 2）で交
流学習を行った．後期セメスターには，創価
大学経営学部で開講された「情報基礎論」と
工学部で開講された「コンピュータネットワ
ーク論Ⅱ」で交流学習を実践した（以下，実
験 3）． 
 (8) システムの評価と機能改善 

実践の結果，いずれの実験でもクラス間で
の意見交換をした学生は数名に限られたが，
半分以上の学生が他クラスの問題を解答し
ていた．実験 1，2 終了後に行ったアンケー
トの結果を図 7 から図 11 に示す． 

図 7 の結果では，約 34%の学生しか他クラ
スの演習状況が気になったと答えなかった．
今回の実験では，クラス間での意見交換の数
が少なかったため，他クラスの学生の存在を
意識する機会も少なかったと考えられる．図
8 の質問は，他クラスの学生が作成した問題
を閲覧または解答した学生 28名に質問した．
その結果，46.4％の学生が他クラスで作成さ
れた問題を閲覧または解答して「刺激をうけ
た」と答えた．図 9の結果では，半分以上の
学生が他大学の類似授業で作成された問題
を解答してみたいと解答した．この結果から，
関連する授業を開講する大学が連携し，大学
間で問題を解答しあう学習のニーズがある
ことが示唆された． 

図 10 の質問は，他クラスの学生が作成し
た問題を閲覧または解答した学生 44 名に質
問した．他クラスで作成された問題を閲覧ま
たは解答して「刺激をうけた」と答えた学生 

Q：他クラスの演習状況（作問数、コメント数等）が
気になった。
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図 7 実験 1 のアンケート結果（1） 
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図 8 実験 1 のアンケート結果（2） 
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図 9 実験 1 のアンケート結果（3） 
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図 10 実験 2のアンケート結果（1） 
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図 11 実験 2のアンケート結果（2） 



 

 

が最も多かった．しかし，その半面，「特に
何も感じなかった」と答えた学生も多かった．
図 11 の結果では，約 66％の学生が他大学で
作成された問題を解答することが学習に役
立ったと回答した．これらの結果から，類似
した講義を開講する大学間で学生が作成し
た問題を相互に解答しあう学習の有効性が
示唆された． 
(9) 今後の展望 

今後はクラス間でより活発な意見交換が
行われるように，各授業において交流学習の
目的や意図等を明確にすることや，授業時間
内に他クラスの学生の問題を解答する時間
やコメントを投稿する時間を設けるなど，実
験環境や運用方法を含め検討する．また，日
本の大学と海外の大学との交流学習の実践
を計画している．今後も継続して実践を行い，
これらの結果から CollabTest を利用した交
流学習の有効性をより詳細に明らかにする． 
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